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相続が発生

①戸籍を集めよう

③連絡がとれな
いひとがいる

④認知症の人がいる

⑤戸籍が足りな
いと言われた

⑥知らない相続人
がいた

⑪不動産がある

⑧銀行口座がある ⑦子どもがいない

⑫不動産の名義が
先祖のままだった

⑭遺産分割協議

⑱公正証書遺言
が見つかった

⑳遺言書どこに
置いておく？

⑲遺言書に全員
納得、付言事項
で伝わる想い

⑬相続税の申告
が必要？

⑰揉めはじめた

⑱話し合いが決ま
らないまま、亡く
なった人が発生㉑手続きはどうする？

⑮介護をしていた

⑩手書きの
遺言書を発見

⑨財産は自宅とお金が
少しだけしかない

ぞ②相続人に未成
年がいる

👉 親と子が同時に相続人
になると「利益が対立す
る関係」になるため、家
庭裁判所で特別代理人の
選任が必要になります。

👉 判断能力が不十分な人が
いる場合は、家庭裁判所で
成年後見人を選任し、その
人が代理して参加します。

👉 相続人全員の合意がない
と遺産分割協議はできませ
ん。調停を申し立てる必要
があるかも。

👉 行政書士や司法書士に依
頼できます。戸籍は代理人
として職権で取得できるの
で、足りないときは専門家
に任せると安心です。

👉 相続は相続人全員の合意
が必要です。
 一人でも欠けると協議は無効
になるので、必ず連絡を取り
ましょう。

 今は「本籍地でなくても全国どこ
の市役所でも戸籍を請求」できま
す（広域交付）

👉 名寄帳で不動産の漏れを
確認し、登記簿で所有者や
地目を確認します。
 固定資産税の請求書だけで
は全部の不動産を把握でき
ないので不十分です。

👉 銀行は届出がないと勝手
に凍結しません。
 でも亡くなった後にキャッシ
ュカードでお金をおろすと相
続放棄できなくなるほか、揉
める原因になります。

👉 「自筆遺言は家庭裁
判所の検認が必要、勝手
に開けるのはNG」

👉 「相続登記は3年以内に
義務化、放置は過料の対象
に」

👉 相続税の基礎控除は
3000万円＋600万円×法定
相続人の数。
 相続人が3人なら「4800万
円」まで非課税です。

A「子どもがいないときは
配偶者だけでなく、亡くな
った人の親または兄弟も相
続人になります」

👉 協議は必ずしも一堂に
会する必要はありません。
 電話・メール・書面のやり
とりでも可能ですが、最終
的には全員の署名・実印が
入った協議書が必要です。

👉 介護の貢献は「特別寄
与料」として請求できま
す。
 ただし実際は証明が難し
く、多くもらえるケースは
少ないのが現状です。

👉 自宅を誰かが相続する場合、他
の相続人に代償金（現金など）を
払う方法があります。
 代償金が難しいときは共有名義に
することもできますが、後で売却
や処分で困る原因になるので注意

⑯贈与が発覚
👉 生前贈与は「特別受益」
として持ち戻して計算する
こちができるです。
 ただし、みんなが納得すれ
ば問題なく進められます。
 一方で不満があると揉めや
すい要素になります。

👉 遺産分割がまとまらな
くても、相続税の申告期限
（10か月以内）は守る必要
があります。

👉 「相続人が亡くなると子
などが代襲相続人となり、話
し合いに加わる」

👉 公正証書遺言は公証役場
で作られているため、家庭裁
判所での検認は不要です。
 そのまま内容通りに相続手続
きが進められます。

👉 「付言事項に法的
効力はないが、想いを
伝える大切な部分」

👉 「自筆遺言は法務
局に預ければ安心・検
認不要」貸金庫は発見
が遅れるおそれ

👉 「自分でできる
が、時間と手間がかか
る。専門家に任せれば
早く安心」

 解説

👉 行政書士＝書類作成、司法
書士＝登記、税理士＝税金、土
地家屋調査士＝測量弁護士＝争
いの代理

👉 「本解説は一般的な内容です。家族状況により異なるため、詳細は専門家へご相談ください。」


